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情報共有・利活用による災害対応

防災科学技術研究所 総合防災情報センター
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2災害に強い社会の実現

防災科学技術研究所の研究分野

各種自然災害を

観測・予測
発生ﾒｶﾆｽﾞﾑを

評価・検証

社会に必要な

情報システム・対策技術
社会へ実装

様々な自然災害を「観測・予測」し、得られた結果の「評価・検証」を行う
とともに、個人・地域・行政に必要な「情報システム・対策技術」の開発と
「社会実装」を進め、災害に強い社会の実現を目指しています。

国立研究開発法人防災科学技術研究所（防災科研）

参考資料１－５

014287
長方形
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「知の集約・再編・発信」を目指す総合防災情報センター

社会

総合防災情報センター

ALLｾｸﾀｰ、ALLﾌｪｰｽﾞ、
ALLﾊｻﾞｰﾄﾞ、ALLﾘｽｸ
を志向した横断的・統
合的な情報プロダクツ

提供

回復情報

対応情報

予防情報

対策効果ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝ

対策技術情報

ﾚｼﾞﾘｴﾝｽ評価情報

観測・予測情報

対応支援情報

事後検証情報

被害推定情報

復旧・復興支援情報

所内外と連携して「知の結集」を行い、防災研究成果や災害
情報を集約、再編して、統合的に発信するﾌﾟﾗｯﾄﾌｫｰﾑを構築。

学協会・大学・研究機関・外部研究プロジェクト・災害対応機関等協同体等
防災科研が中核
機関となり協働で
検討・実装

事例情報

レジリエンス評価
情報に基づき、適
切な対策技術と実
践事例を統合的に
提供することで適
切な「予防」を支援。

ﾊｻﾞｰﾄﾞの観測・予測、
災害後の被害推定
情報、対応を支援
する情報を統合的
に提供することで的
確な「対応」を支援。

復旧・復興を支援
する情報を統合的
に提供し、事後検
証を支援すること
で、よりよい「回
復」を支援。災害アーカイブ

適切な情報に基
づく適切な行動に
より、社会全体の
レジリエンス向上
を支援

！

自然
災害

風水害

雪害

地震災害

津波災害

火山災害

レジリエンス評価
マップの例

対応支援情報サイトの例

災害アーカイブの例

観測

予測

観測予測

検証実験

観測予測

検証実験

災
害
ハ
ザ
ー
ド
・
リ
ス
ク
評
価

観測

予測

検証
実験

各研究部門・ｾﾝﾀｰ

連携

防災科学技術に関する国内外の「知の結集」と「研究成果の最大化」を目指し、様々な情報及び資料を
「集約」し、社会における災害対策に有効な情報プロダクツとして「再編」し、効果的に「発信」する。

連携
・共有
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災害対応における情報共有の課題
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組織内で集約される災害情報が、組織外の対応者に届かない
組織外で生成される災害情報が、組織内の対応者に届かない

被災地内
被災地外

情報はあるのに活かせない現状
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災害対応の理想の姿は？

• 同時並行で異なる活動をする
個人・組織同士が、情報共有
によって、状況認識を統一し、
全体として的確な災害対応を
実行する姿

• 情報を「共に」「有す」
• 「知らない」を無くす
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SIP4D：基盤的防災情報流通ネットワーク
SIP4Dは、災害対応に必要とされる情報を多様な情報源から収集し、

利用しやすい形式に変換して迅速に配信する機能を備えた、
防災情報の基盤的流通を担う仕組

第一の特徴：防災情報の仲介型運用機能
SIP4Dは、提供側と利活用側の間で仲介役を果たすことにより、それぞれのシステムがSIP4Dと連接するだけで、
他のシステムとの間で情報を相互に交換できるようにします。この機能により情報を取得するための開発費や
組織間の調整コストを大幅に削減でき、容易に情報共有を実現できます。

第二の特徴：標準的な災害情報プロダクツ(SDIP)の提供
災害対応に必要とされる多種多様な情報を標準的な形式に統合して、災害対応の現場ですぐに使える情報プロダクツ
として提供します。

a省データ
ベース

bセンター
データベース

c機関
データベース

d団体
データベース

e観測
データ

f被害推定
データ

gﾘｱﾙﾀｲﾑ
評価ﾃﾞｰﾀ

h分析
データ

Ａ府防災情報
システム

Ｂ省防災情報
システム

C省防災情報
システム

D庁防災情報
システム

都道府県
防災情報
システム

指定公共機関
防災情報
システム

防災情報サービスプラットフォーム

Information PipelineInformation Pipeline

基礎自治体
防災情報
システム

民間企業
防災情報
システムSIP4D: Shared Information Platform for Disaster Management

SDIP: Standardized Disaster Information Product(s)
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皆がつながりあうだけでよい？
• 皆が同じことをバラバラにやるのは大変（それも災害時に）
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現状＝「個別運用」
•１対１の接続

•接続毎に調整と開発

が必要

•最終的にはＮ×Ｍの
接続が必要

A府

B省 E省

C庁

D省

SIP4D＝「仲介運用」
•接続の手間は仲介役が担う
•接続に係る調整は
仲介役との１回だけ

•仲介役が各システムに
あわせて変換するので
開発負荷は軽微

•最終的にはＮ＋Mの
接続で効率化

A府

B省 E省

C庁

D省

仲介役
SIP4D

現状＝「利活用側が探し、入手し、処理」
•情報がどこにあるのか探さなければならない

•印刷物やPDFになっていて、処理に適さない

•複数ある場合、選択や統合が必要

•予定していた情報が入手できない場合、

代替情報を探す必要

•災害時には余裕がない、混乱

SIP4D=「利活用側が必要な形で提供」
•複数の情報を１つのデータに統合して提供
•データとして提供するため、そのまま処理可能
•情報源の更新や追加に合わせてデータを更新＝
常に「最大限現実に近い情報」として提供

?
?

!統合役
SIP4D
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皆がつながりあうだけでいい？
• 仲介役となることで、情報共有作業全体を一気に効率化

8６３１
データ数
N＝

組織数

４０M＝

バラバラで対応したら
N×M＝２５,２４０通りの
情報共有作業

仲介役により
N＋M＝６７１通りの
情報共有作業

平成28年

熊本地震の
例
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皆がつながりあうだけでよい？
• 統合役となることで、公式より早く情報を作成
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発災翌日～

発災3日後～

発災約1週間後～

同種の情報から1つの
道路通行可否情報を
毎日生成・更新同種統合処理

平成28年熊本地震の例
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皆がつながりあうだけでいい？
• 統合役となることで、ニーズに直結した共通地図を作成
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平成28年熊本地震の例

異なる情報から
避難所支援地図を
毎日生成・更新異種統合処理

建物被害推定

道路通行可否

避難所状況
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防災科研クライシスレスポンスサイト（NIED-CRS）

ストーリー
インタフェース
ストーリー
インタフェース

国民、研究機
関、民間等へ
の情報発信

ISUT Webサイト（災害対応機関限定）

共通状況図
COP

共通状況図
COP

自衛隊・消防・
警察・DMAT
等災害対応機
関等への情報
発信

11

自治体提供情報

通行実績

被害情報

順次拡大

自然

風水害

雪害

地震災害

津波災害

火山災害

社会

各種ハザード・リスク情報

クリアリングハウス

標準災害情報
プロダクツ

等

等

等

等

防災科研

府省庁

自治体

民間

災対ツールキットでの入力

等

ISUT

各機関保有の
防災情報システム 保健医療活動

支援システム、
ため池防災支
援システム等へ
の情報共有

※一般公開情報のみ

SIP4Dを介した災害時の情報共有の流れ
※本来は双方向だが、簡略化のため一方向で表現
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SIP4Dで共有される情報の例

リアルタイム推定震度分布 リアルタイム推定建物全壊
棟数（市区町村別）

道路通行規制情報
（国道・県道・高速道路）

道路通行実績情報（G空間
情報センターが公開した
パイオニアのデータ）

避難所情報
（自治体）

携帯電話サービスエリア
情報

「ISUT Webサイト」（災害対応機関限定）

防災科研クライシスレスポンスサイト（NIED‐CRS）

※一般公開可能な情報は防災科研Topページから公開



©
2019.04.24

Yuichiro USUDA

13

ツール＋ルール＋チームの三位一体が重要

内閣府：災害時情報集約支援チーム（ISUT）内閣府：国と地方・民間による災害情報ハブ

チーム

（ISUT: Information SUpport Team）

SIP4D：基盤的防災情報流通ネットワーク

ルール

ツール

三位一体が
必要不可欠

©
2019.04.24

Yuichiro USUDA

内閣府（防災担当） SIP4D研究チーム

防災4.0未来構想プロジェクト
取組の方向性として「情報通信技術の活用」が明記

平成28年 熊本地震

平成29年九州北部豪雨

熊本地震を踏まえた応急対策・生活支援策検討WG
今後の在り方の１つとして、「ICTの活用」が挙げ
られ、「災害時における官民の各機関が有する情報
共有・活用の仕組み」の必要性が明記

「『災害情報ハブ』推進チーム」の設置
事前に各種の情報について取扱いや共有・利活用に
係るルールを定めるなどの仕組みづくりを行う

平成30年大阪府北部地震
平成30年7月豪雨
平成30年北海道胆振東部地震

被災地における情報支援活動の実施

被災地における情報支援活動の実施

被災地における情報支援活動の実施
（ISUTとしての試行）

活動を通じた知見の提供

活動を通じた知見の提供

研究開発プロジェクト→現場での実践→国の施策への貢献→新たな施策の実現

ルール

SIP（戦略的イノベーション創造プログラム）
SIP4Dの研究開発を開始 ツール

「災害時情報集約支援チーム：ISUT」の設置
災害時に現場対応者や現地対策本部の要求に応じて
情報を地図に整理し、情報共有体制を整える

チーム

平成31年度～ISUT正式運用＋SIP4D継続稼働
14
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常総市水害に始まり北海道胆振東部地震にいたるまで、災害対応現場における支援活動を通じて、
災害対応における多組織間の情報共有と、災害情報の可視化による状況認識統一の有効性を実証した。
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平成27年9月関東・東北豪雨対応（現地対応期間：9/11-30）
【初めての災害対応支援→現場重視に】

• SIP4Dチームとしての初の災害現場実践投入
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平成28年熊本地震（現地対応期間：4/15-8/31）
【初めての全所対応→内閣府災害情報ハブ設置に】

•防災科研初の全所対応
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平成29年九州北部豪雨（現地対応期間：7/6-31）
【初めての実動機関（自衛隊・消防・警察等）直接支援→ISUT設置に】
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平成30年大阪府北部の地震対応（現地対応期間：6/18-22）
【初めてのISUT派遣→訓練から実践に】
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平成30年7月豪雨対応（現地対応期間：7/7-8/9）
【初めての広域災害対応→ISUT本格体制検討へ】

●知事への説明 ●自衛隊等の実動機関への説明

●県個別部署への説明●多組織連携の会議での説明
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平成30年北海道胆振東部地震（現地対応期間：9/6-9/28）
【存在意義・有効性の確認→ISUT本格運用へ】
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利活用事例①：災害時保健医療活動支援システム
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DMATの配分計算

AIで処理

膨大な組み合わせ問題をAIで解く
1. なるべく早く活動拠点本部が全て設置される
2. 災害拠点病院には8時間以内に到達できるDMATが支援に
3. DMAT数は重症患者数を重みとして配分

要搬送対象患者数の推計と人工知能を活用した災害発生時のDMAT初期配置の検討支援
（参考）DMATの行動フロー

1. 被災地の活動拠点本部には3チーム必要（本部立ち上げ任務）
2. 1.以外のDMATは患者搬送部隊として被災地の災害拠点病院へ

• 震度情報
• 道路啓開情報
• 施設倒壊情報
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利活用事例②：ため池防災支援システム
豪雨のピークより15時間前にため池の決壊予測情報を提供。災害発生前に避難準備を開始できる。

平成30年7月豪雨

• 震度情報
• 降雨情報
• 道路情報
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利活用事例③：自治体向け防災情報ｻｰﾋﾞｽﾌﾟﾗｯﾄﾌｫｰﾑ
市町村担当部局活動拠点における計画立案用サービス

SIP4Dからデータ取得 必要業務量の自動算出

応援要請

計画策定

• 震度情報
• 道路啓開情報
• 施設倒壊情報

活動状況集約

避難所状況整理 道路状況整理

対応連絡
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展望：現場と研究をつなぐ「パイプライン」＝SIP4D
災害現場で役立つ情報プロダクツの研究開発

災害現場で活動する災害対応機関


